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みなさん退院支援アパートをご存じですか？当院では退院支援の取り組みとして、賃貸アパートの一室を

借り上げ、当院入院患者様が体験利用する居室を設けています。当院の退院支援アパートの取り組みは

2003 年より始まり、現在まで多くの患者様が利用されています。退院を目指す患者様が使うだけではなく

「一人暮らしを体験してみたい方」や「病室から少し離れてゆっくり休みたい方」も利用することができます。掃

除や調理、洗濯といった一人暮らしのイメージづくりをしたり、買い物や外出など、地域生活を実際にチャレン

ジしたりできます。場所は JR 高尾駅に近く、集合住宅の一室です。ソーシャルワーク科に、患者様向け・職員

向けの「退院支援アパートの利用のしおり」がありますので、詳しく知りたい方は PSW にお声かけください 

(^O^)／（文：中込） 
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皆さん、お疲れ様です。５月の元気のひろばのゲストは「リサイクルわかくさ」でした！ 

職員１名とゲスト3名です。「リサイクルわかくさ」のリサイクルショップは八王子市役所の近くに 

1店、少し離れたところに倉庫も兼ねている広いお店がもう１店と、合計2店あります。近所の方が散歩のついでにのぞきに

来たりして、地域の方にも愛される店だそうです。元気のひろばでも、職員の方とメンバーさんのやりとりを見ていて、お互い

が信頼しあっているのが伝わりました。詳しく聞くと、それは業務にも表れていて、ゲストを含めたメンバーさんが職員から責任

を負う仕事を任されることも珍しくないそうです。もちろん、ゲストほどベテランではないよ、というメンバーさんや一人で判断す

るのが不安な方だったら、近くに職員がいるし、人との対面の仕事が苦手な人には倉庫での作業やポスティングなどの仕事

もあるそうです。今回はスピーチだけではなく、商品の衣類に値札をつけるという職業体験もありました。今回の会場はいつ

もよりこぢんまりとしたオープンルームでしたが、職業体験を皆で集まってワチャワチャできて、ちょうどよかったです。わたしも参

加したのですが、「値札の付けにくい服には安全ピンを使うんだよ」などと丁寧に教えてもらって楽しかったです。また、ゲストの

中の一名は以前元気のひろばによく来てくれていた方で、今やリサイクルわかくさの頼れるメンバーになり、オーディエンスから

ゲストになって元気な姿を見せてくれて、嬉しかったです。ありがとうございました！ 

 【6月】 

●6日・20日(金) 9:30～ ファミリープログラム 

●6日・20日(金)13:30 いっぽの会茶話会（オープンルーム） 

●27日(金)13:30 元気のひろば (グリーンホール） 

ゲスト：多機能事業所ルーチャ 『リカバリーストーリー』 

●28日(土)13:30 講座 青年期・若年成人を対象とした 

発達障害(神経発達症)の基礎知識 

講師：吉田奈緒美 医師  (グリーンホール) 

 

 【7月】 

●4日・18日(金) 9:30～ ファミリープログラム 

●4日・18日(金)13:30 いっぽの会茶話会 (オープンルーム) 

●25日(金) 元気のひろば（グリーンホール） 

 ゲスト：ビーイングスペース萌 『リカバリーストーリー』 

イベント広場(6月・7月予定)    

 

「元気のひろば」から  (文：元気のひろば担当,児玉) 

                                       
発行：サービスステーション駒木野 

6 月 17 日（火）15:15 から、退院支援委員会にて 

ミニ学習会（職員向け）「介護保険制度について」を行います。 

高齢者あんしん相談センター高尾のセンター長 丸木様を招いて

の全職員向けの学習会です。皆様奮ってご参加ください！ 

退院支援アパートについて 


